







にも思える。そして 2020 年の東京オリンピック・パラリンピックや 2025 年の国際博覧
会の効果により、さらに多くの外国人が来日することが予想される。日本政府観光局の
調査（2018、2019a）によると、訪日外客の総数は、2017 年は 28,691,073 人、2018 年は
31,191,856 人となっており 8.7% の伸率を記録している。この結果は、東京オリンピッ
ク・パラリンピックや国際博覧会の効果も加味すると、今後さらに増えることを予想さ
せる。また、同局の調査（2019b）によると、2018 年の世界各国・地域への外国人訪問
者数ランキングでは 1 位がフランスの約 86,918,000 人、2 位がスペインの約 82,773,000
人、3 位がアメリカの約 76,941,000 人となっており、日本は全世界の 11 位、アジアで
4 位となっている。この日本の結果は、2017 年の全世界の 12 位、アジアで 4 位という
結果と比べると順位を上げているという。国土交通省観光庁の調査（2019）によると、
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旨が示されている。これに関して、2013 年に全 9 回にわたり行われた英語教育の在り
方に関する有識者会議（文部科学省、2013b）においては様々な意見が挙げられている。
例えば、第 1 回においては、小学校教員にとって ALT との打ち合わせの時間を取るの











2013 年 12 月に文部科学省が発表したグローバル化に対応した英語教育改革実施計画
においては、東京オリンピック・パラリンピックを見据えたうえでの英語教育を行うと
している。同じく東京都教育委員会は 2020 年とその先を見据えたうえで、2018 年 2 月
に 2020 年度へのグローバル人材育成の目標の設定とその目標達成への手段を明示した
東京都グローバル人材育成計画 ’20（Tokyo Global STAGE ’20）を取りまとめた（東京
都教育委員会、2018a）。ここにおいて、①授業の質を高める と ②学ぶ時間・機会を増
やす、③学ぶ意欲を高め、学び続ける という東京都教育ビジョンに示される 3 つの柱
を踏まえて、20 の施策が示されている。
項目 1 つ目には、小学校英語の教科化等への対応が示されている。2020 年度より小
学校高学年の教科としての英語教育が実施されることを受け、様々な東京都の取り組み
が示されている。例えば、現状として、2018 年度から 2 年間移行措置を取るという国
の動きに加え、東京都は 2016 年度から「英語教育推進地域」を 2 年間指定し、また、


























3 . 2 . 児童と英語教育　　　
本研究では児童の英語の授業に関する考え方をアンケート調査の項目に入れている。
松宮（2010）は、首都圏、北陸地方および中国地方の公立小学校全 9 校に所属する小学
校 5、6 学年 1,497 名に英語活動に関する質問紙調査を行い、児童の「不安」を中心に
考察した。強い不安を多くの児童が感じている状況ではない、という結果が出た。男子
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の表現が使われるようになった（文部科学省 2017b、文部科学省 2018a）。話すことを 2
つの領域に分けたことを受け、より話すことという技能が重要視されていることが分か
る。特に〔やり取り〕にはリスニング能力が必要とされるため、早期からの英語学習が






























いった 7 つの不安因子を抱えており、特に ⑤英語指導力不安因子 が他因子との因果関
係が強かったとした。
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足場かけに伴う時間的・精神的余裕の醸成 と ②指導案に関する日本人教員と ALT の















5. 1 . 研究協力校
東京都 23 区内にある公立小学校で、1 学年から 6 学年まで計 546 名の児童が在籍し
ている（2019 年 6 月 1 日時点）。以下 A 小学校とする。1956 年 4 月開校で、2016 年に
は創立 60 周年となった。2018 年 3 月には東京都より、「子供の体力向上推進優秀校」
に指定された。近隣の幼稚園や保育園、小学校、中学校、高等学校、大学などと連携・
交流して様々な活動を行っており、東京女子大学もその 1 つにあたる。A 小学校を選
んだ理由としては ①東京女子大学と関わりがあるためと ②地域との連携・交流がある
ため、③英語の特別指導指定校ではないため、という 3 つが挙げられる。5 学年、6 学
年は『We Can !』（文部科学省）と『Welcome to TOKYO』（東京都教育委員会）の 2 冊
の教科書を用いている。A 小学校では、担任と補助教員の 2 名がティーム・ティーチ
ング形式で英語の指導にあたっている。補助教員は区教育委員会が斡旋しており、授業
においては主的指導者を担っている。
5 . 2 . 研究対象
授業見学においては、5 学年の 1 学級（男子 18 名、女子：13 名）を見学した（以下
B 組とする）。アンケート調査においては、A 小学校の 5 学年 88 名（男子：51 名、女
子：37 名）、6 学年 89 名（男子：47 名、女子：42 名）の計 177 名と教員 25 名（男性：
11 名、女性 14 名）を対象に行った。
5 . 3 . 調査方法　
5. 3 . 1 . 授業見学
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どのように授業に参加していたか」を項目として、まとめていく。また、2019 年 8 月
5 日には、東京女子大学の有志学生が A 小学校において、English Day Camp と題し英
語の授業を行った。児童の参加者は希望者の 12 名（男子：6 名、女子：6 名）であっ
た。English Day Camp においても、授業見学同様の項目内容をまとめていく。
5 . 3 . 2 . 英語の授業に関するアンケート調査
A 小学校の 5 学年 88 名（男子：51 名、女子：37 名）、6 学年 89 名（男子：47 名、女
子：42 名）の計 177 名の児童を対象に英語の授業や英語に対する考え方に関するアン
ケート調査を行った。「英語の授業は楽しいか」や「その理由」、「英語を使ってどのよ
うなことができるようになりたいか」などの項目から、英語との学校内外での関わりや
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5 . 4 . 考察方法
英語の授業に関するアンケート調査については、回答者全員分の回答を集計し、考察





6. 1 . 授業見学のまとめ
2019 年 4 月より、5 学年 B 組の英語の授業を見学した。
6 . 1 . 1 . 授業見学の詳細
日時：2019 年 4 月 23 日（火）、5 月 14 日（火）の 4 時間目（11 時 35 分～ 12 時 20 分）
場所：A 小学校 5 学年 B 組の教室
対象：5 学年 B 組の児童 31 名（男子：18 名、女子：13 名）
担当教員：担任と補助教員の 2 名
トピック：“I like~.”
使用教科書：『We Can !』（文部科学省）の 5、6 ページ
流れ：添付資料 A、B の通りである
6 . 1 . 2 . English Day Camp の詳細
日時：2019 年 8 月 5 日（月）10 時～ 12 時 30 分
場所：A 小学校の多目的室と 3 教室
English Day Camp と題して、東京女子大学の有志の学生が 4、5、6 学年の参加希望
者 12 名（男子 6 名、女子 6 名）を対象に英語の体験教室を行った。プログラムは添
付資料 C の内容で行われた。
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6 . 2 . アンケート調査結果
6. 2 . 1 . 児童アンケート調査
6 . 2 . 1 . 1 . 調査人数
表 1　調査対象児童の詳細
男子 女子 計（学年）
5 学年 51 37 88
6 学年 47 42 89
計 98 79 177
各学年の人数は表 1 の通りである。英語の授業は楽しいか、楽しくするためにやりた
い活動は何かなどについて質問した。アンケートは添付資料 D に示す。
6 . 2 . 1 . 2 . 英語の授業の楽しさ
表 2　英語の授業は楽しいか
① ② ③ ④ ⑤ ⑥
5 学年 20 29 16 13 6 4
6 学年 7 30 16 23 11 2
男子 17 34 16 17 11 3
女子 10 25 16 19 6 3
合計 27 59 32 36 17 6
①とても楽しい　②楽しい　③まあまあ楽しい　④普通　
⑤あまり楽しくない　⑥全然楽しくない
どちらの学年も ②楽しい の回答者が最も多い。5 学年の回答者数は ②楽しい に次
いで、①とても楽しい、③まあまあ楽しい の順で多かった一方で、6 学年は ②楽しい 
に次いで、④普通、③まあまあ楽しい の順となっている。男女どちらも最も多いのは 
②楽しい となっているが、次いで男子は ①とても楽しい、④普通 の項目が同数で多い
一方、女子は ④普通 が多いという結果になっている。
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6 . 2 . 1 . 3 . 児童にとって楽しい活動
表 3　【（1）で①から③と回答した児童を対象】どんなことが一番楽しかったか
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧
5 学年 16 17 11 2 5 6 4 4
6 学年 18 10 7 0 6 5 1 6
男子 22 16 7 1 6 5 3 6
女子 12 11 11 1 5 6 2 4






スをすること の順で多かった。6 学年の回答者数は ①歌を歌うこと、②発音やリズム
の練習をすること、③歌に合わせたダンスをすること の順で多かった。男女の回答の
差はほとんどなく、どちらも ①歌を歌うこと と ②発音やリズムの練習をすること、③
歌に合わせたダンスをすること に回答が集中した。⑧その他 の回答は、ゲーム（5 学
年男子 1 名、6 学年男子 2 名、6 学年女子 2 名）、新しい単語を覚えること（5 学年男子
1 名）、数字リレー（6 学年女子 1 名）、相手と英語で会話すること（6 学年男子 1 名）、
他の人と英語で会話すること（5 学年男子 1 名、6 学年女子 1 名）といったものだった。
6 . 2 . 1 . 4 . 英語の授業を楽しいと思った理由
表 4　【（1）で①から③と回答した児童を対象】どうして楽しいと思ったのか
① ② ③ ④
5 学年 6 16 35 7
6 学年 7 10 28 8
男子 5 17 37 7
女子 8 9 26 8
合計 13 26 63 15
①簡単だから　②外国に興味があるから　
③もっと英語を使えるようになりたから　④その他












たが、女子は ③もっと英語を使えるようになりたいから 以外の ①簡単だから と ②外
国に興味があるから、④その他 の 3 つの項目の回答数にほぼ差がなかった。その他の
回答は、大人になって外国の人と話してみたいから（5 学年男子 1 名）、気分が良くな
るから（5 学年男子 1 名）、色々なことがあるから（5 学年男子 1 名）、英語を習ってい
るから（5 学年女子 1 名）、ダンスや歌が好きだから（5 学年女子 1 名）、歌を作るとき
に使いたいから（5 学年女子 1 名）、ウキウキするから（5 学年女子 1 名）、アメリカに
行きたいから（6 学年男子 1 名）、洋楽をよく聴くから（6 学年男子 1 名）、英語が好き
だから（6 学年男子 1 名）、外国の言葉が話せるから（6 学年男子 1 名）、英語を読める
ようになりたいから（6 学年女子 1 名）、もともと外国の歌が好きだから（6 学年女子 1
名）、面白いから（6 学年女子 1 名）、普通に（6 学年女子 1 名）といったものだった。
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6 . 2 . 1 . 5 . 英語の授業をつまらないと思った理由
表5【（1）で④から⑥と回答した児童を対象】どうしてつまらないと思ったのか
① ② ③ ④
5 学年 7 6 3 7
6 学年 10 5 15 5
男子 8 7 9 7
女子 9 4 9 5










（6 学年女子 1 名が無回答）。5 学年は ①難しいから と ④その他 が同数で最多の回答者
数であった。6 学年は ③興味がないから と答えた回答者が最も多かった。全体の割合
としては、①難しいから と ③興味がないから の 2 つが多かった。男女ともに ①難し
いから と ③興味がないから の回答数に大きな差はない。回答数が最も多かった項目と
回答数が最も少なかった項目の差を比べると、男子は 2（③興味がないから と ②簡単
すぎるから・④その他）であるが、女子は 5（①難しいから・③興味がないから と ②
簡単すぎるから）となっており、女子の回答にばらつきがあることが分かる。その他の
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回答としては、特に特徴がないから（5 学年男子 1 名）、ずっと同じことをやるから（5
学年男子 1 名）、英語を知っても何も得しないから（5 学年男子 1 名）、あんまり楽しく
ないしいつも似た授業だから（5 学年男子 1 名）、緊張しているから（5 学年女子 1 名）、
ダンスをするのが恥ずかしいから（5 学年女子 1 名）、覚えられないから（5 学年女子 1
名）、読めなくてつまらないから（6 学年男子 1 名）、真面目すぎるから（特に日本人の
時）（6 学年男子 1 名）、そんなに楽しくないから（6 学年女子 1 名）、どう言えばいいの
か分からない（発音とか）から（6 学年女子 1 名）、英語ができないから（6 学年女子 1
名）といったものだった。
6 . 2 . 1 . 6 . 英語の授業で望む活動
表 6　授業をより楽しくするためにどんなことをしたいか（複数回答可）
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨
5 学年 25 31 15 21 32 18 20 31 6
6 学年 23 24 7 14 19 11 12 24 6
男子 27 33 10 15 29 19 18 23 7
女子 21 22 12 20 22 10 14 32 5




5 学年は僅差ではあるが、⑤もっと英語で会話をしたい の回答者数が最多であり、6 学




⑧英語で何かを書きたい が最も多く、次いで ②もっと発音やリズムの練習をしたい 
と ⑤もっと英語で会話をしたい が同数で多いことが分かる。その他の回答としては、
もっと難しい問題を出してほしい（5 学年男子 2 名）、英語を使ったゲームがしたい（5
学年男子 1 名、6 学年女子 1 名）、みんなが恥ずかしくないような授業を受けたい（5 学
年女子 1 名）、ちょっとした詩を作りたい（5 学年女子 1 名）、英語の遊びがしたい（5
学年女子 1 名）、英語で食べ物の名前を言えるようにしたい（6 学年男子 1 名）、三単現
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など活用できることを詳しくやりたい（6 学年男子 1 名）、単語を教えてほしい（6 学年
男子 1 名）、簡単な本を読みたい（6 学年男子 1 名）、隣の人とだけでなくもっと他の人
ともできる活動をしたい（6 学年女子 1 名）といったものだった。
6 . 2 . 1 . 7 . 英語を使ってできるようになりたいこと
表 7　英語を使ってできるようになりたいこと（複数回答可）
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
5 学年 32 34 69 26 28 54 8
6 学年 27 29 54 32 34 42 4
男子 28 37 62 29 22 54 9
女子 31 26 61 29 40 42 3







てみたい の回答数が多かったが、男子は 3 番目に ②英語の映画やドラマを見られるよ
うになりたい の回答数が多い一方、女子は ⑤英語で手紙や長い文章を書けるようにな
りたい の回答数が 3 番目に多かった。女子は回答数の多さの 2 番目と 3 番目の数にあ
まり差はない。その他の回答としては、将来のために覚えたい（5 学年 1 名）、服やお
店の看板に書いてある英語を読めるようになりたい（5 学年男子 1 名）、外国に住みた
い（5 学年男子 1 名）、サッカー選手になっていろいろな国に行きたい（5 学年男子 1
名）、英語の歌を聴いて何と言っているか知りたい（5 学年男子 1 名、5 学年女子 1 名）、
弟に英語を教えてあげたい（5 学年女子 1 名）、英語の歌を作りたい（5 学年女子 1 名）、
留学したい（6 学年男子 1 名、6 学年女子 2 名）、英語でゲームを作りたい（6 学年男子
1 名）があった。
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6 . 2 . 1 . 8 . 英語の学校外学習について
表 8　学校外学習をしているか
はい いいえ
5 学年 33 55












① ② ③ ④ ⑤
5 学年 21 8 1 3 0
6 学年 23 2 2 3 1
男子 24 6 2 2 1
女子 20 4 1 4 0
合計 44 10 3 6 1
①塾や英会話教室、家庭教師　②通信教材　③ラジオ　④家族　⑤その他







家庭教師 という項目だった。男子は次いで ②通信教材 が多く、女子は ②通信教材 と 
④家族 が同数で次いで多かった。その他の回答としては、公民館での公開講座を利用
している（6 学年男子 1 名）というものだった。





6 . 2 . 2 . 教員アンケート調査
6 . 2 . 2 . 1 . 調査人数
調査人数の詳細については、20 代男性が 4 名、女性が 1 名、30 代男性が 4 名、女性
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6 . 2 . 2 . 2 . 小学校全科以外に取得している免許
小学校全科以外に免許を取得しているか、取得している場合はその詳細について尋ね
たところ、25 名中 18 名が小学校全科以外の免許を取得していると回答した。実に全体
の人数の 7 割以上となる。
小学校全科以外に取得している免許の詳細は、社会科が 5 名と最も多く、幼稚園教諭
が 4 名、英語科が 3 名、国語科と保健体育科が各 2 名、数学科、理科、家庭科、美術科
が各 1 名である。取得していると回答した 18 名のうち、2 名が「社会科と家庭科」「国
語科と英語科」といった複数回答をしたため、合計が 20 となっている。⑤社会科、①
幼稚園教諭、④英語科 の順番で回答数が多かった。





① ② ③ ④ 合計
8 5 2 6 21
① 1 ～ 3 回 ② 4 ～ 6 回 ③ 7 ～ 9 回 ④ 10 回以上
次に海外渡航経験があると回答した教員を対象に、その回数について尋ねた。最少が
1 回、最多が 22 回と回答し、全回答者の平均は 6.6 回となった。
海外渡航経験があると回答した教員を対象に、海外渡航の目的と行先、期間について
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ンはアメリカ、バリ島はインドネシア、プリンスエドワード島はカナダ、ケアンズは
オーストラリアとした 外務省ホームページ参照）。期間としては、1 週間程度が 30、半
月程度が 13、1 カ月程度が 4、半年程度が 1、1 年以上が 4 という結果となった。最短
が 3 日間（目的は旅行、行先は韓国）、最長が 5 年間（目的は仕事、行先はアメリカ）
となった。
6 . 2 . 2 . 4 . 英語民間試験の受験経験とその詳細
実用英語技能検定や TOEIC などの英語民間試験の受験経験有無と、受けたことがあ
る場合には試験名と合格級や点数を尋ねたところ、25 名中 15 名が受験経験があると回
答した。全体の 6 割が英語民間試験の受験経験があるということになる。
受験経験があると回答した 15 名のうち、13 名が実用英語技能検定を経験している。
その取得級は 2 級が 6 名と最も多く、準 2 級が 2 名、3 級と 4 級が各 1 名であった。13
名のうち、半数近くが 2 級を取得している。この 2 級というのは、レベルでいうと「高
等学校卒業程度」にあたる（公益財団法人日本英語検定協会ホームページ参照）。その他
の回答としては、「準 2 か 3 級」、「忘れた」、「2 級のペーパーのみ、雪で 2 回とも面接試
験を受けられなかった」というものであった。また、15 名のうち、1 名は TOEIC 500 点
と回答し、1 名は無回答であった。
6 . 2 . 2 . 5 . 英語（活動）の授業に関して
以前は担当していたと回答した教員が 10 名と最も多く、次に担当したことがない教
員が 8 名、現在担当している教員が 7 名であった。25 名中 7 名が現在担当していると
回答した。この 7 名を対象に以下の 2 つの質問をした。
授業をすることに関する負担度合いを尋ねる問いだが、時々感じる・たまに感じる教
員が各 2 名、常に感じる・あまり感じない教員が各 1 名であった、①常に感じる と ②
時々感じる、 ③たまに感じる の回答に 6 名中 5 名が該当した。1 名は無回答だった。
表 16　【2.（1）で①と回答した教員を対象】英語を教えることは好きか
① ② ③ ④ ⑤ 合計
0 2 2 1 0 5
①とても好き　②まあまあ好き　③どちらでもない　④あまり好きではない　
⑤全く好きでない
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また、英語を教えることが好きかを尋ねる問いには、②まあまあ好き と ③どちらで
もない といった 2 つの項目が同数であったが、④あまり好きでない という回答を 1 名
している。2 名は無回答だった。
6 . 2 . 2 . 6 . 英語自体は好きか
表 17　英語は好きか
① ② ③ ④ ⑤ 合計




とても好き と ②まあまあ好き の 2 つの項目の回答者数と、③どちらでもない と ④あ
まり好きでない、 ⑤全く好きでない の 3 つの項目の回答者数が同数であることが分か
る。3 名は無回答だった。
6 . 2 . 2 . 7 . 英語（活動）の授業への不安
表 18　英語（活動）の授業に関する不安（複数回答可）
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩
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6 . 2 . 2 . 8 . 研修における希望内容
表 19　英語（活動）に関する研修において受講を希望する内容（複数回答可）
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧





スルーム・イングリッシュ の項目の回答が最も多かった。次いで、④ ALT と打ち合
























7 . 1 . 研究課題 1






















質問に対し、①とても楽しい と ②楽しい、③まあまあ楽しい の「楽しい」が含まれる
積極的回答と ④ふつう と ⑤あまり楽しくない、⑥ぜんぜん楽しくない の消極的回答
といった、2 つに分けた。
程度を問わずして、7 割近くが英語の授業に対し楽しさを感じていることが分かった。













以上が ①塾や英会話教室、家庭教師 などで学習をしていると回答した。この 36％がど
のように英語の授業との関わりを持っているかを表 20 に表した。
表 20　つまらないとおもった理由（学校外学習者）
① ② ③ ④
2 8 2 3
①難しいから　②簡単すぎるから　③興味がないから　④その他
全体の割合と比較すると、少し ①とても楽しい と ②楽しい、③まあまあ楽しい の
回答者数の割合が少なくなっている。そこで、その中でも、④普通 と ⑤あまり楽しく








7 . 1 . 2 . 学年比較
吉田他（2004）は、札幌市内の小学校へ通う 4 学年～ 6 学年の児童 850 名を対象に、
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学習方略と原因帰属及び学習意欲の調査を行ったところ、学習に対し最も内発的価値を
感じているのは、4 学年、次いで 5 学年、5 学年と僅差で 6 学年という結果になった。







7 . 1 . 3 . 性別比較
7. 1. 2 での吉田他（2004）の研究においては、学年だけでなく性別での比較も行って
おり、無気力感を感じていると回答した割合は、男子の方が多かったとしている。本研
究の児童のアンケート調査（1）の授業の楽しさを感じる質問に関しては、②楽しい と





ちらも ①歌を歌うこと の回答が最多であった。男子は ①歌を歌うこと が最多の 22、
次いで ②発音やリズムの練習をすること が 16 といった回答数であったが、女子の回
答数は ①歌を歌うこと が 12、②発音やリズムの練習をすること と ③歌に合わせたダ
ンスをすること がそれぞれ 11 と 3 つの回答の差が 1 とほとんどなく、女子は男子に比
べてダンスをすることに楽しさを感じていることが分かる。
7 . 2 . 研究課題 2
7. 2 . 1 . 児童の回答全体から
研究課題 2 は「小学校児童はどのような英語の授業を望んでいるのか」である。（5）
においては、授業を楽しくするためにしたいことについて尋ねた結果、同数で、②もっと
発音やリズムの練習をしたい と ⑧英語で何かを書きたい が最多の回答数であった。読
む・聞く・話す・書く の 4 つの技能や、読む・聞く・話す〔やりとり〕・話す〔発表〕 ・
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・みんなが恥ずかしくないような授業を受けたい（5 学年女子 1 名）
・隣の人とだけでなくもっと他の人とも活動をしたい（6 学年女子 1 名）
授業内容
・もっと難しい問題を出してほしい（5 学年男子 2 名）
・三単現など活用できることを詳しくやりたい（6 学年男子 1 名）
・ゲームをしたい（5 学年男子、5 学年女子、6 学年女子各 1 名）
・詩を作りたい（5 学年女子 1 名）
・文を書きたい（6 学年女子 1 名）
・英語で食べ物の名前を言いたい（6 学年男子 1 名）
・単語を教えてほしい（6 学年男子 1 名）


























・服やお店の看板に書いてある英語を読めるようになりたい（5 学年男子 1 名）
・英語の歌を聴いて何と言っているか知りたい（5 学年男子 1 名）
・弟に英語を教えてあげたい（5 学年女子 1 名）
・外国の人と話したい（6 学年男子 1 名）
遠い
未来
・将来のために覚えたい（5 学年男子 1 名）
・外国に住みたい（5 学年男子 1 名）
・サッカー選手になっていろいろな国に行きたい（5 学年男子 1 名）
・英語の歌を作りたい（5 学年女子 1 名）
・留学したい（6 学年男子 1 名）　








7 . 2 . 2 . 学年比較
（5）において、5 学年は ⑤英語で会話をすること と ②リズムや発音の練習をするこ
と、⑧英語で何かを書きたい へ回答が集中した。一方 6 学年は、②リズムや発音の練
習をすること と ⑧英語で何かを書きたい、①歌を歌うこと へ回答が集中した。ここか
らは、5 学年は英語で会話をすること、6 学年は歌を歌うことに関わる活動をすることで、
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より授業を楽しく感じることが分かった。
7 . 2 . 3 . 性別比較















7 . 3 . 研究課題 3






















































まず、負担に関する質問だが、①常に感じる と ②時々感じる、③たまに感じる とい









いう回答者はおらず、②まあまあ好きである という回答者が 3 名、③どちらでもない 
という回答者が 2 名、④あまり好きでない という回答者が 1 名という結果であった。
英語を教えることに対し、「とても好き」や「全く好きでない」という教員はおらず、
「どちらかと言うと好き」という割合が高いようだ。②まあまあ好きである と回答した
教員の詳細を見ると、留学経験者が 2 名おり、7 名のうちの留学経験者 3 名の中の 2 名
にあたる。留学経験は少なからず英語を教えることに影響していることが考えられる。
7 . 3 . 2 . 教員は英語自体を好んでいるのか
回答者 22 名（男性 8 名、女性 14 名）の全体を見ると、①とても好き が 1 名、②ま
あまあ好き が 10 名と、半分が英語を好んでいることが分かる。しかし、③どちらでも






男 女 20 代 30 代 40 代 50 代 中高英語科免許保持者 非保持者
4 7 4 4 2 1 2 9
海外渡航経験あり なし 英語民間試験の受験経験あり なし




年齢で比較をすると、20 代は全体の 20 代の人数に対し 80％、30 代は全体の 30 代の
人数に対し 36％、40 代は全体の 40 代の人数に対し 40％、50 代は全体の 50 代の人数に
対し 25％が英語を好んでいることが分かる。ここからは、20 代が最も英語を好んでい
るといえる。30 代、40 代は 40％前後、50 代に関しては 25％の割合となっていること
からは、年代が上がることで英語を好む割合が減っていっていることが分かる。
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中高英語科の免許を持っているのは 25 名のうち 3 名であるが、この 3 名の中の 2 名
が英語を好んでいる。③どちらでもない と回答した残り 1 名の教員に関しては、国語
科と英語科の免許取得者であった。中高英語科の免許取得者はおおむね英語を好んでい
ることが分かる。
海外渡航経験があるのは 25 名の中の 21 名であったが、9 名（42％）が英語を好んで
いる。一方、渡航経験がないのは 25 名の中の 4 名であったが 2 名（50％）が英語を好
んでいる。海外渡航は 76％が旅行目的のため、必ずしも英語が好きかどうかと海外渡
航経験が関係するとはいえないようだ。
英語民間試験の受験経験がある 15 名に対し 9 名（60％）が英語を好んでいた。英語
民間試験に関しても、高等学校や大学受験にあたって取る者も多く、必ずしも英語が好
きかどうかに関係しているとはいうことができない。
7 . 3 . 3 . 教員が英語の授業に関して抱える不安








7 . 3 . 4 . 自由記述より
アンケートにおいて、小学校での英語教育に対しての考えを記入する質問を設けたと
ころ、不安と要求、疑念の 3 つに分けられる意見が見られた（表 25）。













































7 . 4 . 研究課題 4 
研究課題 4 は「小学校教員は今後の英語教育をどのように考えているのか」である。




と打ち合わせができる程度の英語力 と ⑤すぐに使える教材や実践例 が 2 番目に多かっ
た。英語力に関しての回答が多いことから、7. 3. 3 における幅広い教科や科目を指導し
ていく小学校教員が新たに英語を指導していくことへの不安を抱えているという考察
につながる。また、⑤すぐに使える教材や実践例 は、教材に関わる項目となっている。









Day Camp においては、夏季休業中にも関わらず 12 名の参加があり、有志の東京女子
大学の学生が行った活動に児童は積極的な姿勢で臨んでいたことから、このような催し
物を今後も継続して設けていくべきであることが分かる。本研究は授業見学の回数が少
なかった点や、A 小学校の 5 学年 B 組に限った見学となった点、担任や補助教員への詳
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添付資料A：2019 年 4月 23 日（火）の授業の流れ
 (Studies in Language and culture) 29 (2020) pp.m-n 
 





11:35 4   "Let's practice
English!" 
How are you?
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添付資料 B：2019 年 5 月 14 日（火）の授業の流れ
 (Studies in Language and culture) 29 (2020) pp.m-n 
 


















添付資料 C：2019 年 8 月 5 日（月）の English Day Camp の流れ
 (Studies in Language and culture) 29 (2020) pp.m-n 
 





10:00 Head, Shoulders, Knees and Toes














English Day Camp 
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添付資料D：児童を対象としたアンケート調査
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添付資料E：教員を対象としたアンケート調査
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Abstract
All elementary schools in Japan will officially start teaching English from April in 2020. Third and 
fourth grade pupils will participate in activities in English and fifth and sixth grade pupils will learn 
English as a subject. This research, therefore, aimed at investigating how English was currently taught at 
elementary schools.
In order to accomplish this aim, a case study was conducted at a regular elementary school located 
within the Tokyo metropolitan area. The researcher made several visits to this school, and administered 
a questionnaire to 177 pupils and 25 teachers there.
The results suggested that although many pupils enjoyed English lessons, especially ones with singing 
and dancing, 40 percent of the pupils thought English lessons were boring. The questionnaire for teachers 
revealed that they felt that teaching English was a burden, however, they were willing to take in-service 
training to become better English teachers.
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